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（氏名：渡邊るりこ NO. 1 ) 

本論文ではコンサルティングサービスの支援システム構築を目指し， 2種の異なる問題を

対象にクライアント企業の状態認識のための，テキストマイニングを用いた問題発生予測

手法を提案する．

第 1章では，本研究の背景と目的を明らかにする．中小企業の活性化が重要視される中

で，中小企業が自社内では対処することが困難である問題の解決を支援する，中小企業向

けコンサルティングの支援体制の重要性も高まっている．コンサルティング企業は幅広い

経営相談に対応することができるが，相談内容は幅広く専門性が高いためサービス提案や

問題察知はコンサルタントの経験や勘に依存し，安定したサービスを提供できないという

問題があるよって，コンサルティング企業の専門性に依存しない，安定したサービスを

提供するための支援システムが望まれる．本研究では支援システム構築として，クライア

ント企業の相談内容を記したテキストデータを解析することにより，今後発生する問題を

察知するための判別式を作成することを目指す．本研究で用いるテキストマイニングの特

徽関連研究を挙げ，本研究が対象とするテキストデータや対象問題の特徴について述べ

る．

第2章では，本研究で扱う対象問題の説明と，問題察知に用いる判別式作成の提案手法につ

いての説明を行う提案手法では対応分析と DEA判別分析を組み合わせることにより，テ

キストデータから得られる膨大な数の語句から問題察知に関わりの強い語を抽出し， DEA

判別分析の変数を削減して解析するまた，本研究では対象問題として解約問題と不正問

題について予測する．解約問題は現在コンサルティング契約が更新中か解約か明確に分か

るという点で，不確実性を含まない問題である．一方，不正問題は現在発覚していなかっ

たとしても実際には不正問題が発生している可能性があるという点で不確実性を含む問題

である．これらの構造の異なる問題について提案手法を適用し，有効性を検証する．

第 3章では，解約問題を対象として実規模問題の一部のデータを用いて提案手法の有効

性の検証を行う．既存手法であるIF・IDF値・線形判別分析と提案手法を比較することによ

り，提案手法の有効性を検証する．

第 4章では，実現場適用に向けて，実規模問題を対象とした解約予測をおこなった：実

規模問題の持つ特徴に対応するため，特徴抽出法の拡張，データ拡張，標準化の導入，判

別分析の目的関数の拡張をおこない有効性を検証する．コンサルタントの予測結果と比較

し，本支援システムの実現場適用の可能性を検討する．

第 5章では，不確実性を含む問題を対象として，問題発生を予測する．不確実性を考慮

するためロジスティック曲線を用いて，発生確率を算出する．コンサルタントの予測結果・

実現場でのヒアリング結果と比較することにより，支援手法の実現場適用への可能性を検

討する．



（氏名：渡遜るりこ NO. 2 ) 

以上より，本論文の成果は以下のようにまとめられる．

• コンサルティングサービスの支援システム構築を目指し，テキストデータから2種の異

なる問題構造に対する問題発生を予測する手法を提案した．

• 特徴抽出により，コンサルタントが見て対象問題と関係があると分かる語が含まれて

おり，対象グループの要因となる語が実際に抽出されていることを確認した．さらに

コンサルタントが気づくことのできなかった語句についても，計算機実験から得られ

た抽出語をもとに議論することによって，新たな関連性を推測することできた．

• 抽出語数の変化と判別率の関係を検討するための計算機実験により，判別に用いる語

句数は少なすぎると判別できないが，増やしすぎてもノイズとなる語句が抽出され判

別率が上昇しないことを確認したまた，企業数の変化と判別率について検討すると，

判別式作成のために用いる企業数が多いほど汎用的な判別式が作成できていたことが

わかった．また，判別率は解約グループに比べ，継続グループの方が判別率が低いこ

とを示した

• 提案手法の予測結果とコンサルタントの予測結果との比較により，コンサルタントが

問題発生予測をおこなう際に捉えている特徴を提案手法においても考慮できているこ

とが示唆されたまた，コンサルタントが自身のない予測50％付近の企業について，提

案手法による解約予測支援が可能であることが示唆された．

• 実現場適用に向けて手法を拡張することにより，グループ間に企業数の差があり語句

の重なりが少ない実規模問題に対して， 75％以上判別することを確認した．

• 不確実性を含む問題に対して，ロジスティック曲線を用いることにより発生確率を算

出した．発生確率を提示することにより，コンサルタントが注目すべき企業を特定す

る支援となることが示唆された．

• 不確実性を含む問題構造を検討するため，ロジスティック曲線を用いて算出した不正

問題発生確率とコンザルタントの予測及びクライアント企業へのヒアリングをおこな

った．比較結果から，コンサルタントに相談していなくても不正問題が発生していた

企業は存在した．計算機の不正問題発生確率とヒアリングの結果が一致していること

から，提案手法の支援可能性が示唆された．
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要 旨

本論文ではコンサルティングサービスの支援手法構築を目指し， 2種の異なる問題を対象として，クラ

イアント企業の状態認識のためにキストマイニングを用いた問題発生予測手法を提案している．

第 1章では，本研究の背景と目的を明らかにした．中小企業の活性化が重要視される中で，中小企業が
自社内では対処することが困難である問題の解決を支援する，中小企業向けコンサルティングの支援体制

の重要性も高まっている．コンサルティング企業は様々な経営相談を受けるが，相談内容は幅広く専門性

が高いためサービス提案や問題察知はコンサルタントの経験や勘に依存し，安定したサービスを提供でき

ないという問題がある．よって，コンサルティング企業の専門性に依存しない，安定したサービスを提供

するための支援手法が望まれている．本研究では支援手法構築の一手法として，クライアント企業の相談

内容を記したテキストデークを解析することにより，将来発生する問題を予測するための判別式を作成す

ることを目指した．本研究で用いるテキストマイニングの特徴，関連研究を挙げ，本研究が対象とするテ

キストデータや対象問題の特徴について述べた．

第2章では，本研究で扱う対象問題の説明と，問題察知に用いる判別式作成の提案手法についての説明
を行っている．提案手法では対応分析と DEA判別分析を組み合わせることにより，テキストデ...:.タから
得られる膨大な数の語句から問題察知に関わりの強い語を抽出し， DEA判別分析の変数を削減して解析
することができる．また，本研究では対象問題として解約問題と不正問題を対象とする．解約問題はコン

サルティング契約が更新中か解約されたか明確に分かるという点で，不確実性を含まない問題である．一

方，不正問題は発覚していなかったとしても実際には不正問題が発生している可能性があるという点で不

確実性を含む問題であるこれらの構造の異なる問題について提案手法を適用し，有効性を確認した．

第3章では，解約問題を対象として実規模問題の一部のデータを用いて提案手法の有効性の検証を行っ

た．既存手法であるTF・IDF値，線形判別手法と提案手法を比較することにより手法の有効性を確認した．
第4章では，実規模問題を対象とした解約予測をおこなった．実規模問題の持つ特徴に対応するため，

特徴抽出法の拡張，データ拡張，標準化の導入，判別分析の目的関数の拡張をおこない有効性を確認した．

さらに，コンサルタントの予測結果と比較し，本支援システムの実現場適用の可能性を検討した．

第5章では，不確実性を含む問題を対象として，不正問題発生を予測した．不確実性を考慮するためロ

ジスティック曲線を用いて，発生確率を算出した．さらに，コンサルタントの予測結果・実現場でのヒア

リング結果と比較することにより，支援手法の実現場適用への可能性を検討した．

以上より，本論文の成果は以下のようにまとめられる．

• コンサルティングサービスの支援システム構築を目指し，テキストデータから 2種の異なる問題構造
を対象として，問題発生を予測する手法を提案した．

•対応分析を用いた特徴抽出の結果，コンサルタントが見て対象問題と関係があると分かる語が含まれ
ており，対象グループの要因となる語が実際に抽出されていることを確認した．さらにコンサルタント

が気づくことのできなかった語句についても，計算機実験から得られた抽出語をもとに議論すること

によって，新たな関連性を推測することが可能であることを示した．



竺二し四tるりこ

•抽出語数の変化と判別率の関係を検討するための計算機実験により，判別に用いる語句数は少なすぎる
と判別できないが，増やしすぎてもノイズとなる語句が抽出され，判別率が上昇しないことを確認した．
また，企業数の変化と判別率について検討すると，判別式作成のために用いる企業数が多いほど汎用的な

判別式が作成できていたことがわかったまた，判別率は解約グループに比べ，継続グループの方が判別
率は低いことを示した．

•提案手法の予測結果とコンサルタントの予測結果との比較により，コンサルタントが問題発生を予測す
る際に捉えている特徴を，提案手法においても考慮できていることが分かったまた，コンサルタントが
自信のない予測50％付近の企業について，提案手法による解約予測支援が可能であることが示唆された．

•実現場適用に向けて手法を拡張することにより，グループ間に企業数の差があり語句の重なりが少ない
実規模問題に対して， 75％以上判別可能であることを確認した．

•不確実性を含む問題に対して，ロジスティック曲線を用いることにより発生確率を算出した．発生確率を
提示することにより，コンサルタントが注目すべき企業を特定する支援となることが分かった．

•不確実性を含む問題構造を検討するため，ロジスティック曲線を用いて算出した不正問題発生確率とコ
ンサルタントの予測及びクライアント企業へのヒアリングをおこなった．比較結果から，コンサルタント
に相談していなくても不正問題が発生していた企業は存在した．計算機の不正問題発生確率とヒアリン
グの結果が一致していることから，提案手法の支援可能性を確認した．

本研究はコンサルティングサービスの支援手法について，対応分析と判別分析を統合したテキストマニン
グ手法を提案し，異なる 2つの実問題を対象にその有効性を確認しており，重要な知見を得たものとして価
値があると認める．提出された論文はシステム情報学研究科学位論文評価基準を満たしており，学位申請者
の渡邊るりこは，博士（システム情報学）の学位を得る資格があると認める．




